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AutomaticCoding壱こ
COBOLCompiler(1)
つい て(1)
穂 鷹 良 介
筆者は1964年3月から約2年 の年刀を費やしてOKITAC-5090H用のCOBOL
コンパイラーCOBOL-Hの開発を行なった。 木稿はCOBOL-Hの翻訳方法及び
通訳方法の内容の紹介である。
なおCOBOLに ついての資料と有益な助言を筆者に与えてくださった 小樽商科
大学 古瀬大六教授及び沖電気工業株式会社データ処理営業部プログラム課の皆様
に感謝の意を表する。
また本学の清水川緋紗子氏は実際にCOBOL-Hを使用 して,筆者にいろいろの
有益な情報を提供してくださった。演算速度、精度使用例等については同氏の[7コ
を参照されたい。
本文中では適宣略称を用いたが、それらの意味と定義された本文中の場所 との対
応表が本交末にまとめてある。
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REFERENCEFORMAT
文 字 と 語
IDENTIFICATIONDIVISION
ENVIRONMENTDIVISION
DATADIVISION
PROCEDUREDIVISION
COBOL-Hの 構 成
モ ニ タ ー
プ リコ ソパ イ ラー
コ ソ パ イ ラ ー
1.PHASE[(IDENTIFICATIONDIVISION)
3.2,PHAsEfi(ENVIR()NMENTDIVI9・IoN)
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2.3,3.PHASE皿(DATADIVISION)
2.3,4.PHASEIV(PROCEDUREDIVISION)
2.4,通 訳 ル ー チ ン
(以 下 次 号)
3.コ ン パ イ ラ ー,通 訳 ル ー チ ン,モ ニ タ ー の 動 作
3.1.プ リ コ ンパ イ ラ ー
3.2.コ ソ パ イ ラ ー
3.2.1.PHASEI(IDENTIFICATIONDIVISION)
及 びPHASE皿(ENVIRONMENTDIVISION)
3.2.2.PHASE皿(DATADIvISION)
3.2。3.PHASEIV(PROCEDUREDIVISION)
3.3.通 訳 ル ・ーチ ン
3.4.モ ニ タ ー
3.4.1.MTの エ ラ ー 処 理
3.4.2.Monitorカ ー ドの 処 理
3.4。3.svs七emロ ー ダ ー
1.COBOL-Hの 文 法
COBOL-Hの文法は基本的には参考文献[1コ に 従 うが,完 全に一致す る
ものでは ない。その具体 的な内容及び説明については拙稿[2],[3]([2]は
[3]を基 に して印刷 し直 した ものであ る)に ゆず ると して,こ こでは[2]ま
たは[3]の 補足 を兼ね て[4コ にな されてい る方法で,文 法 のス ケ ッチを行
な う。 皿一1,皿 一1,2等 の よ うに書 いた番号は[1コのpageno・を指 して
い る。 以下 に 書 いた項 目で 特 に説明の加えていない ものは[1]の文法通 り
COBOL-Hで も 許 され てい ることを示 し,制 限のあ る場合 または機能 の拡
張 のあ る場合にはその内容が書かれ てい る。削除 とあ るのは[1〕に定 まって
い る文法をCOBOL-Hで 制限事項 とした ものであ る。
1.1.REFERENcEFoRMAT
SequenceNロmbers 冊 一1,2
AutomaticCodingに つ い て
DivisionHeaders
Identification
Environment
Data
Procedure
MarginA
DivisionNames
SectionNames
ParagraphNames
DataDivisionLevelNumbers
《levelnumberは最 高15と す る》
MarginB
Text
Continuation
Indentation
1.2.文 字 と 語
CharactersUsedForWords
O,1,...,9
A,B,..リZ
-(hyphenorminus)
CharactersUsedForPunctuation
"QuotationMarks
(LeftParenthesis
)RightParenthesis
口SpaceorBlank
Period
,
(皿)(穂鷹)
皿 一1,2
皿 一2,3
皿 一3,4
皿 一5
皿 一2,3,4
1皿一 2
皿 一2
皿 一4
V-l
V-l
V-1
V-1
V-1
V-1
V-1
V-1
一49一
《削除》
《削除》
一50一 商 学 討 究 第18巻 第1号
Comma,
;Semicolon
CharactersUsedinFormulas
十Addition
-Sub七raction(hyphen)
*Multiplication
/Division
=Equa,lity
**Exponentiation
CharactersUsedinRelationS
>GreaterThan
<LessThan
=Equalto
AdditionalCharactersUsedinEditing
$DollarSign
《し か し代 りに¥円 記 号 が 許 さ れ る 。》
*Asterisk
Comma,
.ActualDecimalPoint
WordTypes
DataName
ProcedureName
Literal
FigurativeConstants
ZERO
ZEROS
ZEROES
V-l
V-1
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-2
V-3
V-4
V-4
V-5
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
AutomaticCodingにつ いて(m)(穂 鷹)-51-
SPACE
SPACES
UPPER-BOUND《 削 除 》
UPPER-BOUNDS《 削 除 》
LOWER-BOUND《 削 除 》
LOWER-BOUNDS《 削 除 》
HIGH-VALUE《 削 除 》
HIGH-VALUES《 削 除 》
LOW-VALUE《 削 除 》
LOW-VALUES《 削 除 》
QUOTE
ALLanyliteral《 削 除 》
SpecialRegisterName(TALLY)《 削 除 》
SpecialNames
Verbs
Connectives
QualifyingV-7
0F
IN
LogicalV-7《 削 除 》
Series(WithoutConnectives)V-11
,AND《 削 除 》
,(Comma)
,OR《 削 除 》
AND《 削 除 》
OR《 削 除 》
《,(Comma)の 使 い 方 に はCOBOL-Hで は 特 別 の 意 味(後 に続 く もの が
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あ る と い う こ とを 示 す)を 持 つ こ とが あ る。 そ れ に つ い て は[2コ また は[3]
を 参 照 され た い 。》
OptionalWordsV-7
QualificationV-8
SubscriptingV-9
0nelevel(一次 元 の み)
1.5.IDENTIFICATIONDIVISION
PROGRAM-ID
AUT且OR
DATE-WRITTEN
SECURITY
INSTALLATION
DATE-COMPILED
REMARKS
?
?
?
?
?
?
っ?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
《削 除 》
1.4.ENvIRoNMENTDIvlSIoN
CONFIGURATIONSECTIONV皿 一2
SOURCE-COMPUTERVM-2
0BJEcT-coMPuTERV皿 一4
SPECIAレNAMESVII{-6
1NPUT-OUTPUTSECTIONV皿 一8
FILE-CONTROLV皿 一8
1-O-CONTROLV皿 一10
《これ らの 機 能 は す べ て[1コ で 示 され た 通 りで は な く一 部 分 文 法 制 限 が あ
るo([2コ,[3コ)》
Aut・maticCodin9につ い て(恥(穂 鷹)
1.5.DATADIVISION
DATADIVISIONV【-2
PREPAREDFORComputer-name
Section且eadersV【-2
FILESECTION
WORKING-STORAGESECTION
CONSTANTSECTION
FileDescription
COPYV【-7
RECORDINGMODEVi--13
FILECONTAINSABOUTM-9
int-1RECORDS
BLOCKCONTAINSint-1RECORDSM-6
int-1TOint-2RECORDS
int-lCHARACTERS
int-1TOint_2CHARACTERS
RECORDCONTAINSV【-12
int-lCHARACTERS
int-1TOint-2CHARACTERS
LABELREC・RD(S){無E}
STANDARD
OMITTED
BEGINNING-TAPE-LABEL
BEGINNING-FILE-LABEL
ENDING-TAPE-LABEL
ENDING-FILE-LABEL
library-nameINLIBRARY
M-10
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《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
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VALUEOFdata-nameIS
DATARECORD(S)VI-8
multipletypespermitted
SEQUENCEDONdata-name-1,data-name-2,_V卜24
RecordDescription
COPYdata-nameM-25
COPYFROMLIBRARYiv'1-25
LevelNumberW-30
1-15
66
77
88
FILLER
REDEFINES
un-nested,oneIevel
fullnesting七〇arl)itrarydepth
SIZE
M-26
M-38
W-41
《削除》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
・この ・pti・nはF・LLERの時だけにint-1儲 爾CTERS}と して指
定 出 来 る だ け で,他 の 機 能 は 削 除 。 逆 にFILLERのSIZEは,必 ず こ の
optionを用 い な け れ ぽ な らな い 。PICTUREに よ るSIZEの 宣 言 は
COBOL-Hで は 出来 な い 。》
USAGEW贋 一43
COMPUTATIONAL
DISPLAY《 削 除 》
《な に も宣 言 の な いnumericdataはDISPLAYと 考 え る》
COMPUTATIONAL-n(floating)《 削 除 》
COMPUTATIONAL-n(other)《 肖lj除》
OCCURS
SIGN
AutomaticCodingにつ い て(皿)(穂 鷹)
DISPLAY-n
M-31
inVlTIMES
in七一1TOint-2TIMES
int-1TOint-2TIMESDEPENDINGON
datata-name
int-lTOint-2TIMESDEPENDINGON
condition-name
Vト40
SIGNED
SIGNISdata-name
SYNCHRONIZEDM-42
POINTLOCATIONM-36
CLASSVI-24
一55-
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《以 上 のEDITに 関 す る機 能 は す べ てPICTUREに よ って 代 替 出 来 る範
囲 内 に 制 限 す る こ とに し,COBOL-Hで は 削 除 した の で あ る。》
PICTUREVI-33
a)DataCharacter
A
X
g
b)OperationalSymbols
S
V
P
L《 削 除 》
ControlSymbols
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JK
c)Fixedinsertioncharacters
O
,
B
$
《但 し代 り に¥(円 記 号)を 許 す 》 ・
十,一(rightorlefthand)
DB,CR
d)Replacementorfloatingcharacters
Z
*
$
《但 し代 りに¥(円 記号)を 許す》
十,-
JusTIFIEDV卜29
RANGEVI-37
EditingClausesVl-27
VALUE(S){焦E}lit・・alM-44
1it-1,1it-2,....
lit-1,THRUli七 一2.
lit-1,THRUlit-2,lit-3,THRUlit-4,....
RENAMESV卜39
1.6.PROCEDUREDIVISION
ConditionalStatementVII-1
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
Au七・maticCodingにつ い て(m)(穂 鷹)
SimpleConditions
FullRelationTests
ZeroTest
ClassTest
ConditionalVariableTes七
SwitchStatusTest
CompoundConditions
AND
OR
AND/OR
Nested(TruePath)
Compound(FalsePath)
AbbreviatedCompoundConditionals
DECLARATIVES
FORMULAS
Characters
EnglishEquivalents
ArithmeticOperandSizeLimit
13digits
ACCEPT
FROMoptioll
ADD
ALTER
Seriesoption
CLOSE
REELoption
NOREWINDoption
?
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《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削除》
《削除》
《削除》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
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LOCI(optiOII
Seriesoption
COMPUTE
ROUNDEDoption
FROMoption
=option
EQUALSoption
SIZEERRORoption
DEFINE
DISPLAY
UPONoption
Seriesoption
DIVIDE
END
ENTER
EXAMINE
EXIT
FEED
GOTO
INCLUDE
MOVE
CORRESPONDING
Seriesoption
MULTIPLY
NOTE
Sentence
Paragraph
第18巻 第1号
DEPENDINGONoption
田 一28
V皿一28《 削 除 》
V卜31
V歴一31《 削 除 》
V皿一31《 削 除 》
W-31
V皿一31《 削 除 》
V皿一31《 削 除 》
V皿一32《 肖lj除》
V[1-34
V皿一34
W-34
V皿一35《 削 除 》
COBOL-H固 有 命 令
Vfi-36《 削 除 》
vr-37《 削 除 》
W-39
COBOL-H固 有 命 令
V皿一40
V皿一40
V旺一41《 削 除 》
V皿一44
Vll-44《 削 除 》
V皿一44
MI-46《 削 除 》
V皿一47《 削 除 》
V皿一47
W-47《 削 除 》
OPEN
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INPUT
REVERSED
Seriesoption
OUTPUT
Seriesoption
INPUTandOUTPUT
Seriesoption
PERFORM
THRUoption
TIMESoption
UNTILoption
VARYINGoption
UNTILAFTERoption
Seriesoption
READ.
INTOoption
ENDoption
STOP
Literal
RUN
SUBTRACT
USEERRORPROCEDURE
USELABELPROCEDURE
WRITE
FROMoption
ADVANCINGoption
?
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?
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《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
《削 除 》
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BEFORE
AFTER
Data-nameLINES
IntegerLINES
Mnemonicname
SPECIALFEATURES
2.COBOL-Hの 構 成
V皿一61
V皿一61
W-61
V皿一61
VII-61
X-3
《削 除 》
《削 除 》
本節ではCOBOL-Hの 各部分の構成 と,そ れぞれの任務 を述ぺ る。 それ
らが どの よ うにな され るかは3.で述べ られ る。
2.1.モ ニ タPt
COBOL-Hモニターの機能 は第1図 に示 した よ うに プ リコソパイル,コ ソ
パイル,通 訳,磁 気 テ ープのhandlingをカー ド,リ ・ーダ ーか ら 読 み こん
だ モ ニ タ ー ・カ ー ドの 命令に従 って 行 な うこと等の他に,コ ソパイル時,
Execution時を通 じて起 る種 々の割込み処理を行 な う。COBOL-Hでは ブ リ
コソパイ ラーとコ ソパイ ラーとは同時に コアメモ リ内に入 ってい るが,通 訳
ル ーチ ソは同時 には入れてお くことが コアの容量 の関係上 出来ないので,コ
ンパイル または プ リコ ソパイルの状態か ら新たに通 訳を行 な う場合,ま たは
それ と逆の場合 にはSystemのいれか えを行 な う必要が あ る。更に コソパイ
ルだけを連続 して行 な う場 合には,一 回一回,中 間言語を磁気 テープの始 め
か ら書いてお くことは出来ないので,コ ンパイルが終 って も,中 間言語を 出
力 した磁気 テープは,一 々巻 き戻 さない ことにな ってい る。同様の ことは,
続 けて,い くつ ものsourceprogramをプ リコンパイル として磁気 テープに
蓄えてい く場合に も起 り得 ることで,従 ってSystemの入れか え,磁 気 テー
プの巻 き戻 しはOperatorの責任で,モ ニターを通 じて行 な うことにな って
い る。 これ らが モニターの行 な う磁気 テープのhandlingであ る。
AutomaticCodingにつ い て(皿)(穂 鷹) 一61一
割 り込み処理 は 現在 の所,磁 気 テ ープ の よみか きの際生ず るパ リテ ィエ
ラーを扱 うだけであ るが,他 の入 出力機器の ア ラームの状態に対 して も,そ
の機能 の拡張を考 えている。(入出力命令のend処 理 はすべ てindica七〇rの
testによって行 なわれ てい るので,そ れ らのtrap処 理はCOBOL-Hで は
考 えていない。)
モ ニ タ ー
1
割 り込み処理
1
プ リコ ソパ イ ル
1
コ ン パ イ ル
1
通 訳
1
磁 気 テ ー プ の
handling
第1図 モ ニターコ ソ トロールFLOW
第1図 に記 した割 り込み処理 以外 の作業は終了,ま たは 回復で きないエ ラ
ー検 出後に一 回一 回モニターに戻 るよ うにな ってい る。
2.2.プ リ コ ソパ イ ラ ー
プ リ コ ソパ イ ラ ■・一・一の 入 力 はCARDに パ ソチ され たsourceprogramで,
出 力 は 指 定 され た 磁 気 テ ー プ へ の プ リ コ ソパ イ ル さ れ たsourceprogram
(以下P・C・S・P・と略 称 す る)で あ る。
そ の 他 にCOBOLsourceprogramのcolumnl～6を 見 て,そ れ が 正 し
いsequenceをな して い な い と き に はWarningMessageが出 され る。
sourceprogramは次 の よ うに プ リ コ ソパ イ ル さ れ る 。
(1)磁 気 テ ー プ の1recordはsourceprogramcard1枚に 対 応 す る。
(2)lrecordの内 容 は 第2図 に 示 す 通 りで あ る。 、
A:プ ロ グ ラ ム がCARDのAposi七ionか ら書 か れ て い るか 否 か の 情 報
(1bit)
ロ;1recordの ど こ まで 情 報 が 詰 っ て い るか を 示 す(14bit)
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n1:syllableの長 さ(6bit)
n2:同 上(6bit)
(3)こ こでsyllableとはCOBOL-Hの
文 法 に 照 ら して み て の 最 小 の 意 味 あ る文 字
の 連 ら な りで あ り,後 の コ ンパ イ ル を も考
え て,こ の 段 階 でsourceprogramをブ ッ
ブ ツ切 っ た もの で あ る。 な お,COBOL-H
で は ス ペ ー ス が 隣 り合 わ な い 一(minusま
た はhyPhen)はhyphenと み な す が,そ
の よ うな 考 慮 も こ の 段 階 で 行 な うの で あ
る。
lsyllableは計 算 機 内 部 の2wordに そ
の 長 さ と共 に 格 納 す る 。OKITAC5090H
A n
CARD一 枚 の内容
syllable
?
syllable
?
?
?
第2図P.C.S.P.1record
の 内 容
は1word(42bit)に7文 字 入 る の で(1文 字 は6bit),長 さ を 格 納 す る
の に1文 字 を 使 う とす る と,13文 字 のsyllable迄が 正 し く入 る。COBOL-H
で は,こ の 意 味 で13文 字 を 越 え るSyllable
を 持 つsourceprogramは許 さ れ な い 。
例ABCI2]口¥(
は 次 の よ うなSyllableに分 解 す る。
口(space)だけ は 例 外 的 に 扱 っ て お く。
(4)後 にsourceprogramのListin9(製
表)の 便 を 考 え て,CARD一 枚 分 のsource
program全部 を そ の ま ま レ コ 一ー一ドに 書 い
て お く。(10word)
ABC
?
図 図[コ 図 図 図 図
図 図 図 図 図 zl2
¥
1
(
1
第3図SYLLABLE分 解の例
2,3.コ ソパ イ ラ ー
GOBOLに はIpENTIFICATIONDIVIS,IoN,ENVIRQNMENTDIVI一
Au七〇ma七icCodingにつ い て(m)(穂 鷹) 一63一
SION,DATADIVISION,PROCEDUREDIVISION(以後,こ れ らを そ れ
ぞ れID,ED,DD,PDと 略 称 す る)の 四 つ のDivisionがあ る。 コ ンパ イ
ラ ーの 中 味 も これ に 従 っ てPHASEが1,II,皿,】Vと 分 か れ て い る。 コ ンパ
イ ラ ー全 体 の 入 力 はP・C・S・P・で,出 力 はLPへ の 製 表(SuPPress可能)
とMT(磁 気 テ ー プ)へ の 中 間 言 語(MesoDeck)と で あ る 。
2.5.1.PHASEI(ID)
IDに お い て はCOBOL-Hで 行 な わ れ る こ とは 特 に な く,IDの 中 の 諸
clauseを正 し く読 み とば す こ とだ け が 行 な わ れ る 。 読 み とぽ しは,た と え ば
AUTHORと い うclauseが現 わ れ た 後 に は,そ の 後 に.□(periodと ブ ラ
ン ク)が 現 わ れ る迄 行 な わ れ る 。 従 っ て 例 え ば,
AUTHOR.R.[]HOTAKA.口
等 の よ うに 途 中 に.口 を 書 い た 場 合 に は,R・ 口 迄 が よ み す て られ る だ け で
あ るか ら,次 のHOTAKAを よん で コ ンパ イ ラ ー は エ ラ ーmessageを 出
す 。PHASEIの 入 力 はP・C・S・P・で 出 力 は 製 表 だ け で あ る。
2.5,2.PHASEfi(ED)
PHASEllで はEDに 現 わ れ る宣 言 に 従 っ て,次 の よ うなEDTableと
Actualtableとをcore内 部 に 作 る の が 目的 で あ る 。PHASE皿 の 入 力 は
P・C・S・P・で,出 力 は 製 表 とEDTableとActualtableとの 他 若 干 の情 報 で
あ る 。EDに 現 わ れ る情 報 は 次 の よ うに 処 理 され る。
(1)Source-ComputerとObject-Computerに関 す る情 報 。
これ はMemorySizeを 記 憶 す る だ け で 済 む 。 な おCOBOL-Hで は
Source-ComputerとObject-Computerとは 同 じMemorySizeを 有 す る必
要 が あ る。
(2)SPECIAL-NAMESに関 す る情 報
C・のclauseのpatternは次 の も の で あ るg
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機 器 名iISmnemonic-name
[ONSTATUSIScondition-name-1〔OFFSTATUSIScondition-name-
」 ■國■■■「 」■■■■■ 」■ ■■■膠
2… … 〕コ.
こ の 情 報 に 従 っ て 次 の よ うにED七ableを 作 る。
m・・m・nic-nam・1・
A u ch
m・・m・nic-n・m・1・
A u ch
t
第4図EDtal)leの
SPECIAL-NAMES
の情報
mnemonic-nameは6文字 迄 の 名 前 で あ る た
め,LSC(LeastSignificantCharacterの略,
lwordの末 尾 の 文 字)に は 常 に0が 入 る 。 これ
はda七a-nameの 長 さ を 有 効 桁6桁 と した こ と
に 合 わ せ た た め で あ る 。LSCはDDで はlevel
numberをい れ る の に 用 い る 。
SPECIAL-NAMESは 必 らず 入 出 力 機 器 また
はSW(ス ウ ィ ッチ)の 名 前 で あ る の で,そ れ
に 対 応 す る チ ャ ソ ネ ル 番 号ch(6bit),ユ ニ ッ
ト番 号(4bit)を 第4図 の よ うにEDTable
に か く。
SWの 場 合 に は 更 にONSTATUSかOFFSTATUSの 表 示 が 必 要 な の
で,そ れ をA(lbit)に 入 れ て お く。
(3)FILE・CONTROLに 関 す る 情 報
こ のclauseのpatternは 次 の も の で あ る 。
SELECTfile-name-1ASSIGNTOhard-ware-name-1〔SELECTfile-
name-2ASSIGNTOhard-ware-name-2〕_コ.
こ の 情 報 に 従 っ て 第5図 の よ うにEDtableとActualtableと を 作 る 。
《file-name-1がMT(磁気 テ ー プ)にASSIGNさ れ た 場 合 》
file-name-1を第5図 で 示 す よ うにEDtableに 登 録 す る と共 に 別 にActual
tableに7wordをreserveする。(ActualTableはコ ア の 終 りか ら,address
が 減 少 す る方 向 に 取 られ て い く。)な お,tableの情 報 は 次 の 意 味 を 持 つ 。
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a1→
a2→
file-name-1
rl,St,act1
file-name-2
r2,SL),act2
file-name-n
an→Ln・S"・actn
fieldlength,buffer-address
u.open,ch,address
fieldlength
file-name
HASHTOTAL
recordindex
recordcount
fieldlength,blockcount
u,TM,Read,Write,ch,b,address
}file-name-nに関する情報
}file-nalne-2に 関 す る 情 報
file-name-1
に 関 す る情 報
(MTの 場 合)
EDtableActua]table
第5図EDtableとActualtableのFILE-CONTROLの 情 報
EDtable
ri,si:この 段 階 で は 使 わ な い 。(後 に1-O-CONTROL及 びDATADIVI-
SIONで 情 報 が 書 か れ る。)
acti:ActualTableの先 頭 番 地 を 書 く(14bit)。
Actualta、ble
u:ASSIGNさ れ た 機 器 のuni七 番 号(4bit)。
TM:TapeMarkが 出 現 した か 否 か をobjecttimeに書 き込 む(1bit)。
Read:objecttimeにこ のfileがINPUTと してopenさ れ た と き に情
報 を 書 き込 む(1bit)。
Write:objecttimeにこ のfileがOUTPUTと してopenさ れ た と き
に 情 報 を 書 き こ む(lbit)。
ch:こ のfileのASSIGNさ れ た 機 器 の チ ャ ソネ ル 番 号(6bit)。
b;block数 を 書 き こ む た め の 場 所(4bit)。
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COBOL-Hで は 現 在BlockContainsClauseは禁 止 事 項 と な っ て い るが,
将 来 こ の 機 能 を持 た す 場 合 に は,こ の情 報 を 蓄 え るた め に 使 う。
address:coreへの割 付 基 準 番 地 が 入 る 。
fieldlength:このfileのword数 。
blockcount:将来 の た め の 予 備 。
recordcount:fileのrecordのcountに使 用 す る。
recordindex:将来 の 機 能 拡 張 の た め の 予 備 。
HASHTOTAL:COBOL-Hで はMTのfileのReadWriteの 際 に は
自動 的 に 常 にHASHTOTALを と っ てcheckす る機 能 が つ い て い る が,そ
の た め の もの 。(HASHTOTALに つ い て は[6]に 説 明 が あ る 。)
file-name:このfileのBOF(BeginningOFFILE)Lableをsearch
す る た め のfileの 名 前 。
《file-name-2がMT以外 の(つ ま りLP,CARD,PTR,ET,HTP)入 出
力 機 器 にASSIGNさ れ た 場 合 》
こ の 場 合 に はEDtableへ の 登 録 の 仕 方 はMTの 場 合 と ま っ た く同 じで
あ る 。
ActualtableはMTの 場 合 と異 っ て2wordし か 必 要 で な い 。MTの 場
合 と異 る もの を 説 明 す る と次 の 通 りで あ る。
open:fileがOPENさ れ た と き に か き こ む(1bit)。
bufferaddress:MT以外 のfileに対 して はCOBOL-Hで は 別 にbuffer
を用 意 す る こ とに して い る の で,そ のbufferの先 頭 番 地 を 書 くた め の 場 所 。
COBOレHで は 各 々 に42wordのbufferを 次 々に 割 付 け て い く。
以 上 各 情 報 の 意 味 を 説 明 した が,こ れ らの す べ て はEDの こ の 段 階 で 書 き
こ まれ る 訳 で な く,わ か った もの か ら次 々に 埋 め られ て い く。
(4)1-O-CONTROLに関 す る情 報
こ のclauseのpatternは次 の もの で あ るQ
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SAMEAREAFORfile-name-1,file-name-2,......,file-name-n.
こ こ に 現 わ れ るfile-name-1,file-name-2,・一 ,file-name-nはFILE
CONTROLの 部 分 に す で に 現 わ れ て い る も の で な く て は な ら な い 。
こ の 情 報 に 従 っ て 次 の よ う にEDtable中 に 情 報 を 書 き 込 む 。
第5図 のED七ableを 用 い て 説 明 す る 。 今,file-name-1,file-name-2,…,
file-name-n全部 がSAMEclauseで 宣 言 さ れ た と す る と,こ の 段 階 で は
s1==a2,s2-a3,…,s。-a1と書 き こ む 。 但 しa・,a2,…,anは そ れ ぞ れfile-
name-1,file-name-2,…,file-name-nのEDtable上で の 位 置 で あ る 。 こ の
よ うに す る こ と に よ っ てSAME宣 言 を 受 け たfile同 志 を 鎖 の よ う に つ な い
で お き,後 で,ど れ か 一 つ のfileが 実 際 に メ モ リ に 割 付 け ら れ た 場 合 に は,
鎖 で つ な が れ たfileが す べ て 同 じ 先 頭 番 地 を 持 つ よ うに す る の で あ る 。
2.3.3.PHASE皿(DD)
PHASE皿 はsourceprogramでDATADIVISION.と 読 み 終 った 所 か
ら,PROCEDUREDIVISIONと 読 む 迄 に コ ンパ イ ラ ーが 受 け 持 つ 翻 訳 の
段 階 で あ る 。 こ の 段 階 で の
入 力 はP・C・S・P・とcore内 部 に 作 られ たEDtable及 びActualTableで
'
あ り
出 力 はListing,DDtable,中間 言 語,Actualtableであ る 。 中 間 言 語 と
して は[5コpp・29-33のmesodeckを 使 っ て い る 。mesodeckに は 数 種 類
の 機 能 が あ る が,COBOL-Hで 使 用 したmesodeckは そ の 中 のInitializa-
tionを表 わ す も の,coreへ の 割 付 のloca七ionを示 す も の,デ ー タを 表 わ す
も の,中 間 言 語 の 終 りを 意 味 す る も の,及 び 中 間 言 語 をobjectプ ロ グ ラ ム
に 変 換 した 後 に ど こに プ ロ グ ラ ム の コ ソ トロ ール を 渡 す か を 示 す もの で ご く
簡 単 な も の で あ る の で,そ の 構 成 に つ い て の 詳 細 は 上 に あ げ た 参 考 文 献 に ゆ
ず りた い 。
DDで 中 間 言 語 に してMTに 吐 き 出 す 情 報 は
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(1)Initializationを示 す も の
(2)DDで グル ー プ デ ー タを な す デ ー タ の 割 付 開 始 番 地'
(3)WORKING-STORAGESECTION及 びCONSTANTSECTIONの
中 でVALUE宣 言 に よ っ て 格 納 され る定 数
の 三 種 で あ る。(2)は少 し無 駄 に 見 え るか も しれ ぬ が,DDの コ ソ パ イ ル で 一
番 や っ か い で あ った メ モ リの 割 付 の た め に は 有 効 な 方 法 で あ る よ うに 思 わ れ
る。 け だ し,DATARECORDCIause,REDEFINESCIause,SAMEAREA
CIause等で 番 地 の 割 付 が 正 常 の順 番 と 狂 う時 に の みlocationを新 た にmeso
deckと してOutputす る の は,面 倒 な 判 定 を 必 要 とす るか らで あ る。
DDtableの 構 造 は 第6図 に 示 す 通 りで あ る 。 情 報 を 蓄 え るbitの 意 味 は
DDの 各 項 目に よ っ て 若 干 そ の 意 味 が 異 る の で ケ ー ス を い ろ い ろ に 分 け て 説
明 す る 。
(1)FD(FileDescription)に関 す る情 報
《DDtableに入 る情 報 》
name:fileのnameを 書 き 込 む(6character)
L:fileのlevelと して0を 書 き込 む(6bit)
name L
Si
G
C
J
Su
Fig百
E
Con
Fd
Lab d n
第6図DDtableの 構造
name
L
Si
G
C
J
Su
Fig
Fil
E
Con
Fd
Lab
d
n
36bit
6bit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
lbit
14bit
14bit
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G:1とsetす る 。
Fd:こ のDDtableの 要 素 はfileであ る と して1を 書 き込 む(1bit)
Lab:LABELRECORDがSTANDARDの 時1さ も な け れ ぽ0とset
す る 。
d;fileのActualtableのaddressを書 き 込 む(14bit)
n:こ のfileがDDの 中 で 何 項 目をsubgroupと して 持 つ か,そ の 数
を 書 き込 む(14bit)
COBOLで はdata-nameは必 らずOlよ り始 ま るlevelnumberがつ け ら
れ る こ と に な っ て い る が,file-nameには そ れ が な い 。COBOレHで はfile
も0のlevelnumberを もつdata-nameと考 え る こ と に して,後 の 分 析 に
役 立 つ よ うに し た 。
FILEに はEDで 論 じた よ うに 必 らずFILE-CONTROLstatementによ
っ てEDtableに 対 応 す る項 目が あ る の で,そ れ を 利 用 してdの 情 報 を 埋
め る。 そ れ と 同 時 にPHAsEII2.5.2.第5図 のriに はDDtableのfile
の 位 置 を 書 き 込 み,EDtableか らfileの名 前 を 抹 消 して し ま う。 これ は 後
でEDtableDDtableを 合 併 して 一 つ のtableと し て 扱 う時 に,同 じ名 前
がtable中に 出 て くる の を 防 ぐた め で あ る 。
《Actualtableに入 る情 報 》
DDで はfileの大 き さ,file-name,メモ リへ の 割 付 番 地 が 知 られ る の で,
そ れ らをPHASE皿 で 作 ったActualtableに登 録 す る。 また 現 在 のCOBOL-
Hで はBLOCKCONTAINSCIauseが 許 さ れ て い な い が,こ れ を 許 す 場 合
に はBlockSizeがActualtableに書 き込 まれ る。
(2)data-nameに関 す る情 報(Subscriptedでな い 場 合)
《DDtableに入 る情 報 》
name:data-nalneの名 前 を 書 く。(6character)
L:data-nameの1evelnymberを書 く。(6bit)但 し77は31に 変 換 し
て 書 か れ る。
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Si:data-nameのPICTUREにSが 現 わ れ た と き に1さ も な け れ ぽ0
とsetす る。(1bit)
G:data-nameがgroupedのと き1さ もな け れ ば0とsetす る。(lbit)
C:data-nameがCOMPUTATIONALと 宣 言 され た と き に1さ も な け
れ ぽ0とsetす る。(lbit)
J:JusTIFIEDoptionのた め にreserveして お く。(1bit)
Fig:FigurativeConstantの時1さ も な け れ ぽ0とsetす る。(lbit)
FigurativeConstantはDDに現 わ れ る もの で は な い が,table中 に は
FigurativeConstantのKeyWordが入 っ て い る こ とが,コ ンパ イ ル 上 望
ま しい の で,COBOL-Hで はEDtableの 前 に い つ で もFigurativeConstant
のtableを 置 い て い る が,こ のbitは そ の 区 別 の た め に 設 け て あ る。(後 述
の(5)参照)
Fil:FILLERの 時1さ もな け れ ば0とsetす る。(1bit)
E:PICTUREの 中 にEditに 関 す る文 字 が 入 っ て い る 時 に1さ も な け れ
ぽ0とsetす る。(1bit)
d:data-nameの 占 め る コ ア 内 のword数 を 書 く。data-nameが
groupedの場 合 に は,そ のgroup全 体 のword数 が 書 か れ る 。(14bit)
n:data-nameがgroupedの時 に は(1)の場 合 と 同 じ 意 味 の 情 報 を,
elementaryの時 に はPICTUREの 情 報 が 入 るActualtableの番 地 が 書 き
こ まれ,ま たFILLERの 場 合 に は,そ のSizeを 書 き こむ 。(14bit)
そ の 他 のbitに は す べ てoが 書 き こ まれ る。
《Actualtableに入 る情 報 》
PICTUREの 情 報 は 第7図 に 示 す よ うにActualtableに書 き こ まれ る 。
PICTUREの 宣 言 は,カ ッ コを 使 っ て 連 続 した 文 字 を 表 わ した もの は す べ て
そ の 文 字 数 だ け,同 じ もの を 並 べ る よ うに して 変 換 し直 して 格 納 す る。 例 え
ば9(5)は99999と して お く。
x:non-numericの時1さ もな け れ ぽ0とsetす る 。(1bit)
Aut・ma七icC・din9につ い て(恥(穂 鷹)
z:PICTUREのcharacteri数
(12bit)
P:Pointlocationの情 報(14bit)
loc:こ のdata-nameの割 付 番 地
(14bit)
x1,X」,… Y:上 の や り方 で 変 換 さ
れ たPICTUREの 内 容 を 左 か らつ め て
い った もの(そ の 長 さはzに 依 存 して 定
ま る)で,Yは これ らのPICTUREの
終 りを 示 す 内 部 記 号 で あ る 。
(3)
《DDtableに入 る情 報 》
name:(2)と同 様 。
G:1とsetす る。(1bit)
Su:1とsetす る 。(lbit)
d:(2)と同 様 。
1):
(14bit)
他 のbitに は す べ てoを 書 き込 む 。
《Actualtableに入 る情 報 》
こ の 場 合 の 情 報 は 第8図 に 示 す 通 り
で,② と 異 る の は 始 め の 情 報 だ け で あ
る 。
x:添 字 の 上 限 を 示 す 。(14bit)
y:次 元 を 示 す 。(2bit)
n:基 準 番 地 をsetす る。(14bit)
(4)Condition-nameに関 す る 情 報
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data-nameに関 す る情 報(Subscriptedの場 合)
PICTUREの情報等必要 な情報 の書かれ ているActualtableの番地
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りか を 書 く。(14bit)
そ の 他 のbitに は0をsetす る。
《Actua1七ableに入 る情 報 》
こ の 場 合 の 情 報 は 第9図 に 示 す 通 りで
あ る。
TH:THRUoptionの と き1さ もな
け れ ば0をsetす る 。(lbit)
t:こ のcondition-nameのぶ ら さ が
るelementarydata-nameの文 字 数 を
setする。(13bit)
w:同 じ く語 数 をsetす る。(14bit)
V:
(14bit)
《DDtableに 入 る情 報 》
name:condition-nameの名 前 を 書 く。(14bit)
L:30をsetす る。(6bit)(88はそ の ま ま で は6bitに 入 ら な い の で,
COBO】レHで はlevelnumberをOl～15に 制 限 し て,代 りに88を30に 変
換 す る。)
Con:1にsetす る 。(1bit)
n:Actualtableに別 に 書 き こ まれ た,condition-nameの補 助 情 報 の あ
、+t-'rwv'Xv一v'v"-1
DATA-2
DATA-1
'T
H
t W V
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THRUoption以外 の とき,列 挙 され た定数 の個数をsetす る。
DATAはTHRUoptionの 時 に は2個 で あ るが,そ れ 以 外 の 時 に はvに
依 存 す る。
(5)Figu「ativeConstan七に 関 す る情 報
FigurativeCons七antは(2)で述 べ た 理 由 に よ り,EDtableの 上 に あ らか
じめ 作 られ て い るtableを持 っ て い る 。 こ の 場 合 に は,始 め か らそ の 内 容 が
分 って い る の で,Actualtableに情 報 を い れ な い で,固 定 番 地 に 定 数 の 値 が
入 っ て い る 。DDtableのnに は そ の 番 地 がsetさ れ て い る 。
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2.5.4.PHASEW(PD)
PHASE]Vの 入 力 はPHASE皿 の 終 了 迄 に 作 られ たtableを 含 む 各 種
の 情 報 とP・C・S・P・とで あ る 。
出 力 はListing,PDtable,Actualtable,各verbに対 応 す るobject
programを中 間 言 語 に した も の,及 びEND命 令 に よ っ て 出 力 され る今 迄
のtableの 情 報 部 分 とActualTable全体 との 二 つ を 中 間 言 語 に した も の
で あ る。
(1)PDtable
PDtableはprocedure-nameに 関 す
るtableで そ の 構 成 は 第10図 に 示 す 通
りで あ る 。
name:procedure-nameを 書 く
(6character)
u:こ のprocedure-nameの 範 囲 が
分 ら な い と き,い い か え る と こ の
procedure-nameの定 っ た 位 置 は 分 っ て
い る がsourceprogram上 次 に 定 義 され
name
u d
?
? 10C
name
u d
?
10C
第10図PDtable
る(Apositionにか か れ た)procedure-nameの定 っ た 位 置 とが 分 っ て い な
い と きnon-zeroにsetす る。 さ もな け れ ぽ0にsetさ れ て い る。
d:sourceprogram上の順 番 で,こ のprocedure-nameが定 義 され(A
positionからか か れ)更 に 次 に 定 義 され るprocedure-nameの位 置 が 分 っ た
と きに そ のtable上 の 位 置 を か く。(13bit)
(注)情 報uとdと は コ ソパ イ ル の 際 に 両 方 共 必 要 で あ る。 一 般 に コ ソ
パ イ ル の 際 に はPDtableでd・-Oの 項 目 もd≒0の 項 目 も複 数 個 あ り うる
が,Ul"Oの 項 は た だ 一 個 しか な い 。
i:procedure-nameが使 わ れ て い る が,そ の 定 義 位 置 が 分 らぬ と き に1
さ も な け れ ぽ0とsetす る 。(1bit)
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loc:procedure-nameの割 付 番 地 が 書 き込 まれ る 。(14bit)
コ ンパ イ ル の 途 中 で はu,i等 が 適 宜 使 用 され るが,出 来 上 ったPDtable
と して はdとlocと が 確 定 して い れ ぽ 完 全 で あ る。
(2)Actualtable
PDで 作 るActualtableはPD内 でliteral命令 を 出 した 時 に の み 作 ら
れ る 。literalの内 容 がActualtableに書 き こ まれ,そ のcharacter数,
word数,numericlitera1か否 か 等 の 区 別 は 次 の 第11図 のpatternでobject
P「09「amの方峨 される・l
xwTlfiin。 「
x:literalがAlphanumericのと き31i
litera1がnumericの と き1第11図
とsetす る。(2bit)
w=word数(6bit)
ch:文 字 数(9bit)
ad:Actualtableの番 地(14bit)
(3)各Verbに 対 応 す るobjectprogram
COBOL-Hは 通 訳 ル ー チ ソ形 式 の コ ソパ イ ラ ー で あ っ て,各Verbに 対
す るobjectprogramは原 則 と し て,通 訳 ル ー チ ソの 先 頭 番 地 と,必 要 な 補
助 情 報 と よ りな って い る。 そ れ らの 構 成 は 次 に 示 す 通 りで あ る 。(以 下 の 文
法 のpatternの表 現 方 法 は 〔1〕】V-1と同 じで あ る。)
《ALTER》
文 法 のpattern:ALT璽Rprocedure-name-1TOPROCEEDTO
■■■■■■一瞑 ■■■■■■■
procedure-name-2
・bjectp・g・am・lP-ilP2rn
p1:procedure-name-1のtable上の 位 置 を か く。(14bit)
i:通 訳 ル ー チ ソ先 頭 番 地(14bit)
P2:Procedure-name-2のtable上 の 位 置 を か く。(14bit)
《END》
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文 法 のpattern:END
objectprogram:このverbは 他 のverbと 異 っ てexecution時に お け
る命 令 で は な く,コ ンパ イ ル 時 の コ ソパ イ ラ ー に 対 す る コ ソ トロ ー ル 命 令 で
あ る の で,対 応 す る実 行 可 能 なobjectprogramはな い 。(4)のEND命 令
で 再 説 す る。
《CLOSE》
文法 のpatt・n・CL・SEfile-name-1〔W・TH{畿EWIND}〕
[,file-name-2〔__〕]
・bjectp・・g am・{w匡口il]
w:WITHoptionの あ る時 に1さ もな け れ ぽ0と す る 。(1bit)
L:L㏄Koptionの あ る時 に1さ も な け れ ぽ0と す る。(1bit)
i:ALTERに 準 ず る。
f:file-name-1のtable上の 位 置 を か く。(14bit)
カ ンマ が 来 た 後 に再 びfile-name-2と続 く 時 に は,新 た にCLOSEfile-
name-2… と書 い た 場 合 と同 じ よ うにobjectprogramを作 る。
《COMPUTE》
交 法 のpattern:COMPUTEdata-name・={formula}
objectprogram:formulaはPD内の 数 式 解 読 ル ー チ ソに よ って 次 の よ う
な バ ラ ・ミラのobjectprogramからな る数 個 のobjectprogramに変 換 され
る 。 な お,こ れ ら個 々 の 命 令 の 一 部 は 他 のVerbの コ ソパ イ ル 例 え ばMOVE
命 令 に 際 して も使 わ れ る 。
[Cl・a・add・]
.il・l
i:ALTERに 準 ず る。
n:番 地 を か く。(14bit)
機 能:nで 指 定 し た 番 地 か らのdoubleprecisionfloatingtypedata
(以後DPFと 略 称 す る)をAR(Ari七hmeticRegister)にcharac七erモー
ドの 数 値 標 準 形 に して 持 ち 出 す 。
一76一
噛
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(Clea・add1)i
chLti/一 一一一一lnil
i:ALTERに 準ず る。
ch:文 字数を指定 す る。(12bit)
p:小 数点の位 置を指定す る。(14bit)
n:デ ータの格納番地。(14bit)
機能:nで 指定 した番地か らchで 指定す る文字数だけ のcharacterモ
ー ドの数値 デ ータをARにcharacterモー ドの 数値標 準形 に し て持 ち 出
す。
〔Cl・a・add2〕li
i:ALTERに 準ず る。
機能:ARを 帰 零す る。
〔Clea・add3〕 ・hlil・
ch:文 字 数 の指 定 を す る。(14bit)
i:ALTERに 準 ず る 。
n:デ ー タ格 納 番 地(14bit)
機 能:逆(番 地 の 減 少 す る)方 向 に 並 ん で い るnon-numericdataをch
で 指 定 した 文 字 数 だ けARにnon-numeric標 準 形 の 形 で 持 ち 出 す 。
【i
〔Clearadd4〕inf-1
inf-2
i:ALTERに 準 ず る 。
inf-1:5.2.2.で の べ るdata-name-readルー チ ソで 作 成 し た 情 報inf-1
をsetす る 。(1word)
inf-2:5.2.2.で の べ るdata-name-readル ー チ ン で 作 成 し た 情 報inf-2
をsetす る 。(lword)
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機 能:inf-1,inf-2に入 っ て い る 添 字 付 変 数 の 情 報 に よ りDPF(double
precisionfloatingtypedata)をARにそ の ま ま の 形 で 持 ち 出 す 。
〔Cl・a・add5〕巨lil・l
ch,i,n:Clearadd3にそれ ぞれ準ず る。
機能:デ ー タの並び方がClearadd3と逆であ る他は同 じ機能を もつ。
〔Cl・a・add6〕}iil・}
i,n:ClearaddOに 準 ず る。
機 能:Dataが 逆(番 地 の 減 少 す る)方 向 に 並 ん で い る 他 はClearaddO
と 同 じで あ る。
〔C1…add7〕li巨 コ
i,n:ClearaddOに準ず る。
機能:n番 地 よ りのDPEをARに そ のままの形 で持 ち出す。
〔Cl・a・add8〕}lii・
i,n:ClearaddOに 準 ず る。
機 能:Dataが 逆(番 地 の 減 少 す る)方 向 に 並 ん で い る 他 はClearadd7
と 同 じで あ る 。
『1
,i
〔Clearadd9〕 ●nf-1
nf-2
i,inf-1,inf-2:Clearadd4に準 ず る 。
機 能:添 字 付 変 数 のcharacterモー ドの 数 値 デ ー タをDPFに 変 換 して
ARに 持 ち 出 す 。
ii
〔Clearadd10〕illf-1
inf-2
i,inf-1,inf-2:Clearadd4に準 ず る。
機 能:添 字 付 変 数 に 対 してCleaτadd5と 同 様 の こ とを 行 な うP
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　 　i
〔Clearaddll〕inf-1
ii・f-2
i,inf-1,inf-2:Clearadd4に準 ず る 。
機 能:添 字 付 変 数characterモ ー ドの 数 値 デ ー タ をcharacterモ ー ドの
数 値 標 準 形 に し てARに 持 ち 出 す
い 【
〔Clearadd12〕inf-1
inf-2
i,inf-1,inf-2:Clearadd4に準 ず る 。
機 能:添 字 付 変 数 に つ い てClearaddOと 同 様 の こ と を 行 な う。
(Clea・add13)計1}
.
i,ch,P,n:Clearadd1に準 ず る。
機 能:nで 指 定 した 番 地 か らchで 指 定 す る 文 字 数 だ け のcharacterモ
ー ドの 数 値 デ ー タ をARにDPFの 形 で 持 ち 出 す 。
〔四 則 演 算 ・巾 乗 〕n・iIn2
i:+,一,・ ・,/,・・の 各 々に 対 応 す る通 訳 ル ー チ ソの 先 頭 番 地 。(14bit)
n1:被 演 算 数 の 格 納 番 地 。(14bit)
nz:演 算 数 の 格 納 番 地 。(14bit)
機 能:n1,n2よ り格 納 され て い るDPFに 四 則 演 算 また は 巾 乗 を 施 し,
結 果 をn1番 地 に 格 納 す る。
〔Una・yminU・ 〕lin
l
i:ALTERに 準ず る。
n:演 算数 の格納番地 。(14bit)
機能:nよ り格納 され ているDPFの 符号 を反転す る9
」
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aix
〔StoreO〕
1・
a,x:将 来の機能拡張のために残す。(それ ぞれ14bit)
i:ALTERに 準ず る。
n:Dataの 格納先番地 。(14bit)
機能:ARに あ る数値 標準形 をDPFの 形 でn番 地 以降 に格納 す る。
・il・
〔Store1〕 一一
七
a,i,x:StoreOに 準 ず る 。
t:Dataのtable上 の 位 置 を 書 く。(14bit)
機 能:ARに あ る数 値 標 準 形 をtで 示 すtableの情 報 に 従 っ て 編 集 す る。
・iix
〔Store2〕
・hlp・
a,i,x:StoreOに 準 ず る 。
ch,P,n:Clearaddlに 準 ず る。
機 能:ARに あ る数 値 標 準 形 をcharacterモー ドでch,pの 指 定 に 従 っ
てn番 地 以 降 に 格 納 す る。 つ ま りClearadd1と 逆 の 動 作 を す る。
aix
〔Store3〕l
nl
a,i,x,n:StoreOに 準 ず る 。
機 能:ARに あ るDPFをn番 地 以 降 に 格 納 すQ。
・lilx
〔Store4〕
chn
a,i,x,ch,n;Store2に 準 ず る 。
機 能:ARに あ るcharacterモe・一一ドのnon-numericデ ー タ をchの 指 走
に 従 っ てn番 地 以 降 に 格 納 す る9
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〔Store5,Store6,Store7,Store8,Store9,Store10〕
一
・iiixI
inf-1
i"f"2}
i,inf-1,inf-2:Clearadd4に準 ず る。
a,x:StoreOに 準 ず る 。
機 能:こ れ らの 命 令 は す べ てinf-1,inf-2で指 定 され る添 字 の 情 報 に 従 っ
て デ ー タ を 格 納 す る もの で あ る。
Store5はARのDPFをcharacterモ ー ドで 格 納 す る。
Store6はARのDPFを そ の ま まの 形 で 格 納 す る。
Store7はnon-numericのARの デ ー タ をcharactermodeで格 納 す
る。
Store8はARの 数 値 標 準 形 をcharacterモー ドで 格 納 す る 。
Store9はARの 数 値 標 準 形 をDPFの 形 で 格 納 す る。
StorelOはARの 数 値 標 準 形 をnon-numericのcharacterモー ド に し
て 格 納 す る。
・E,ix
〔Store11〕
t
a,i,x,t:Storelに準 ず る。
機 能:ARのDPFをtの 示 すtableの 情 報 に 基 い て 編 集 し格 納 す る。
(St・re12)一詔 詞l
a,i,x,ch,P,n:Store2に準 ず る。
機 能:ARに あ るDataがDPFで あ る 他 はStore2と 同 様 で あ る。
〔St・rel3〕 ・il・
a,i,n:Store3に 準 ず る 。
機 能:Store3と ま っ た く 同 じで あ るQ
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《EXIT》
文 法 のpattern:EXIT.
objectprogram:なし。
《GO》
文 法 のpattern:GOTOprocedure-name-1[,procedure-name-2[,一一
procedure-name-3…ココDEPENDINGONdata-name
objectprogram:DEPENDINGoptionの な い 場 合 。
1,lp…
i:ALTERに 準 ず る 。
proc:procedure-nameのtable上の 位 置(14bit)
DEPENDINGoptionの あ る 場 合 。
?
? i n
inf-1
proc-1
proc-2
P「oc-n
i:ALTERに 準 ず る 。
n:現 わ れ たprocedure-nameの 個 数(14bit)
inf-1:Clearadd4に 準 ず る 。
proc-1,proc-2,…,proc-n:procedure-nameのtable上の 位 置 ◎(14bit)
《FEED》
文法 のpattern:FEED
・bjectp・9・amiT/
i:ALTERに 準 ず る。
《IF》
IFで 始 ま るcondi七ionalsentenceには 固 定 さ れ た 文 法 のpatternがあ る
訳 で は な く,従 っ て 一 定 のobjectprogramもな い 。COBOL-Hで は 〔1〕
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VII-・17で定 め たFLOWCHARTのruleに 従 っ て か か れ た 条 件 文 の コ ソパ
イ ル を な す 。 そ の 際 に 出 力 さ れ るobjectprogramは他 の 動 詞 のobject
programのい ろ い ろ な組 合 せ とな る の で,5.2.5.で そ の 詳 細 を 述 べ る。
《MOVE》
文 法 のP・ttern・M・VE艦 鮒m『 里d・ta-n・me-2[,d・ta-name-
3… 一・コ
objectProgram:objectprogramはdata-name-1(また は1iteral)と
data-name-2との 組 合 せ に よ っ て い ろ い ろ に 異 っ て い る。 組 合 せ られ る個 々
のobjectprogramは第12図 で 示 す 通 りでComputeの 項 で 説 明 した 各 種
のClearadd命 令 とStore命 令 の 他 に 次 の よ うな もの が あ る。
1,In1
〔TBL,InverseTBL〕
wldln・
i:ALTERに 準 ず る。
n1:出 ロ デ ー タ の 割 付 番 地 。
w:語 数 。(14bit)
d:TBLの と き11nverseTBLの と き37777(octal表示)。(14bit)
n2:行 先 デ ー タ の 割 付 番 地 。(14bit)
機 能:こ の 命 令 に よ っ てnl番 地 か ら始 ま るw語 の デ ー タを 全 然EDIT
を 行 な う こ と な くn2以 下 に 転 送 す る。 出 ロ デ ー タはd-1の と き に はlower
locationよりhigherlocationの向 き に と られ るが,d≠1の 時 に は 逆 の 向 き
に と られ る。
〔TBLSubscripted,InverseTBLSubscripted〕
[司
lll三
L翌{d--nL)
〈
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i:ALTERに 準 ず る 。
inf-1,inf-2:行先 デ ー タ の 添 字 に 関 す る情 報 でClearadd4に 準 ず る 。
w,d,n2:TBL,InverseTBLに 準 ず る 。
data-name-1,data-name-2の種 類 に よ っ て,ど の よ う なobjectprogram
が 出 力 さ れ る か を 第12図 に 示 す 。
《OPEN》
文法のP・t-・・PEN{酷謙 瓢 灘 課1∴}
・bjectp・・9・am・[iil・l
i:INPUToptionの 時 とOUTPUToptionの 時 と 通 訳 ル ー チ ソ の 先 頭
番 地 を 区 別 し てsetす る 。(14bit)
n3file-nameのtable上 の 位 置 をsetす る 。(14bi七)
一 つ のfileのOPENに 対 し て 上 の 形 のobjec七programを 一 つ 対 応 さ せ
る 。
《PERFORM》
文 法 のpattern:PERFORMprocedure-name-1[THRUprocedure-
name-2〕
P・lilp・
io
il
objectprogram:
i2
i3
i4
P2:procedure-name-1のtable上の 位 置 を か くTHRUoptionの な い
時 はp1と 同 じ もの を 書 く。(14bit)
i,P1:ALTERに 準 ず る。
ip;作 業 番 地(2wo「d)
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＼ ＼＼ 行 先
出 口 ＼ ＼_
computational
1iteral
computational
subscripted
computational
numerlC
subscripted
numerlC
non-numerlC
literal
non-numer1C
subscripted
non-numer1C
editing
grouped
ZERO
SPACE
computational
XA7
T3
XA8
T3
XA4
T3
XAl3
T3
XA9
T3
XA5
T3
XA3
T3
XA10
T3
XA5
T3
XA7
T3
XA2
T3
XA7
T3
subscripted
computational
XA7
T6
XA8
T6
XA4
T6
XA13
T6
XAg
T6
XA5
T6
XA3
T6
XA10
T6
XA5
T6
XA7
T6
XA2
T6
XA7
T6
numenc
XAO
T2
XA6
T2
XA12
T2
XAl
T2
XAll
T2
XA5
T4
XA3
T4
系10
T4
XA5
T4
XA7
T4
XA2
T4
XA7
T4
subscripted
numerIC
XAO
T8
XA6
T8
XA12
T8
XAl
T8
XAll
T8
XA5
T7
XA3
T7
XA10
T7
XA5
T7
XA7
T7
XA2
T7
XA7
T7
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i1:40500620037777(octal表示)
i2:40540620077775(octal表示)
i3:40412610000002(octal表示)
i4:通 訳 ル ー チ ソ へ の 複 帰 命 令(1word)
《READ》
文 法 のpattern:READfile-name〔RECORD[ATENDunconditional
statement・]〕
objectprogram:
1
?
?
? 1
f
n
1 r
S
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110n-numeric
XA7
T4
XA8
T4
XA4
T4
XA5
T4
XA10
T4
XA5
T4
XA3
T4
XA10
T4
XA5
T4
XA7
T4
XA2
T4
XA7
T4
subscripted
non-numerlC
XA7
T7
XA-8
T7
XA4
T7
XA5
T7
XA10
T7
XA5
T7
XA3
T7
XA10
T7
?
」
?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
XA2
T7
XA7
T7
editing
XAO
T1
XA6
T1
XAl2
Tl
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
XA5
T4
XA3
T4
XA10
T4
XA5
T4
XA7
T4
XA2
T4
XA7
T4
grouped
TBL
Inverse
TBL
TBL
TBL
TBL
TBL
Inverse
TBL
TBL
TBL
TBL
TBL
TBL
XAiはclearaddi
Tiはstorei
の略 称 で あ る
の
i:異 っ た 入 出 力 機 器 に 対 して 異 る通 訳 ル ー チ ソの 先 頭 番 地 。(14bit)
n:READの 動 作 が 終 了 した 時 に 次 にbranchす べ きobjectprogramの
位 置 。(14bit)
1:こ のfileに 与 え られ た デ ー タ フ ィー ル ドの 長 さ。(14bit)
f:file-nameのtable上の 位 置 。(14bit)
r:fileに属 す レ コー ドのtable上 の 位 置 。(14bit)
s:ATENDoptionの あ る と き。ATEND後 に 書 か れ た 命 令 のobject
program。(語数 不 定)
《STOP》
文法のP・tt・・n・ST・P{蟹1}
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objectprogram:
x,w,ch,loc
i:STOPliteralま た はSTOPRUNの 通 訳 ル ー チ ン 入 口 番 地
x:litera1の種 類(numericま た はnon-numeric)(3bit)
w:literalの 語 数(6bit)
che:litera1の文 字 数(9bit)
loc:1iteralのActualtable上の 位 置(14bit)
2word目 のobjectprogramはRUNoptionの 時 はoutputさ れ な いQ
《WRITE》
文法のpatt・・n・WR・TE・ec・・d-nam・〔膿 餐E}ADVANCING
{躍 囲L・NES〕
objectprogram:
?
?
?
x,w,ch, 10C
または
1
??
f r
i:ALTERに 準 ず る。
x,w,ch,10c:第11図 と同 じ内 容 。
1,f,r:READに 準 ず る。
機 能:上 の 命 令 でlineフ ィー ドを 行 な い,下 の 命 令 で 出 力 す る。
(4)END命 令
命 令ENDは 他 のVerbと 異 り,コ イ パ イ ラ ー に 対 す る 命 令 で あ る の で,
objectprogramは出 力 され ず 次 の 操 作 が な さ れ る。
コ ソパ イ ラ ー はPDの 終 りにEND命 令 を 読 む と 次 のEND処 理 を す る。
(4-1)Procedure-nameの未 定 義 が な い か ど うか を 調 べ,あ る場 合 に は
エ ラ ー とす る 。
Au七〇maticCodingにつ い て(m)(穂 鷹) 一87一
(4-2)objectprogramまた はtableがpackし て い な い か を 調 べ る。
(4-3)ED七able,DDtable,PDtableよりobjecttimeに不 要 な 名 前
の 部 分 を 除 い てobject七ableを作 成 しそ れ をMesoDeckの 形 で 出 力 す る。
(4-4)ActualtableをMesoDeckの形 に して 出 力 す る。
(5)COBOL-Hメ モ リ割 付
COBOL-Hの メ モ リ割 付 は 第13図 に 示 す 通 り で あ る。 数 字 は す べ て
octal表示 で あ る。 な お,こ の 割 付 はCOBOレHのdebug,機 能 拡 張 に 伴 っ
て 今 後 多 少 変 動 す る可 能 性 が あ る。
144→
622→
1671→
3462→
6517→
13000→
17777
モ ニ タ ー
プ リコ ンパ イ ラー
PHASEI,PHASE皿
PHASE皿
PHASEIV
FiguratiueConstant
EDtable
DDtable
PDtable
Actualtable
144→
622→
モ ニ タ ー
DataDivision
objectprogram
6000→ 一}-L.t-一
通 訳 ル ー チ ソ
11037→
17777
コソパイ ル時
obJecttable
Actualtable
execution時
第13図
2.4.通 訳 ル ー チ ソ
通 訳 ル ー チ ソに は2.5.で 述 べ た 個 々 のobjectprogramを通 訳 す る本 来
の 通 訳 ル ー チ ンの 他 に,MT上 のMesoDeckか らCore内 にoblectprogram
を 作 り出 す ア セ ジブ ラ ー が 含 ま れ て い る 。
そ れ らの 動 作 に つ い て は 更 に5.5.以 下 で 詳 述 す る。
一88一 商 学 討 究 第18巻 第1号
参 考 文 献
[1コRevisedSpecifica七ionsforaCOMMONBUSINESSORIENTED
LANGUAGE(COBOL)forProgrammingElectronicDigitalComputers,
DepartmentofDefence,1961.
[2]穂 鷹 良 介COBOL・-H説 明 書1967.
[3]日 本電 子 工 業 振 興 協 会COBOL(OI(ITAC-5090H用)昭 和42年1月
[4]BEMA/DPGX3.4COBOLINFORMATIONBULLETIN#5November
17,1964.
[5]OKITAC-5090HMASH沖 電'気工 業 株 式 会 社 デ ー タ 処 理 営 業 部 昭 和39年
4月1日
[6コDD.MccrackenAguidetocoBoLprogramming,Johnwiley&sons,
Inc.,NewYork,1963.
[7コ清水川緋紗子COBOL-Hの 演算精度と速度 商学討究第18巻第2号 掲載予
定。
〈略 称〉
P.C.S.P.
ID
ED
DD
PD
LSC
SW
MT
PTR
ET
LP
HTP
FD
DPF
AR
TM
Pre-compiledSourceProgram
IDENTIFICATIONDIVISION
ENVIRONMENTDIVISION
DATADIVISION
PROCEDUREDIVISION
LeastSignificantCharacter
Switch
MagneticTape
PhotoTapeReader
ElectricTypewriter
LinePrinter
HighSpeedTapePuncher
FileDescription
doubleprecisionfloatingtypedata
ArithmeticRegister
TapeMark
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
